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教養学部前期課程での「化学」の講義・実験（平成30年度） 
教養学部化学部会 

1年S 

1年A 

2年S, S1 

化学熱力学 
[ねらい] 熱力学では、多数の原子分子の集団
から成る物質の状態を圧力、体積、温度などの
巨視的な量を用いて指定し、巨視的な観点から
物質がいかに変化するかを考察していく。本講義
では、化学への応用をめざして熱力学を学ぶ。 

初年次ゼミ 
講義題目「液体としての水の特性を考える」 
講義題目「天然有機化合物の構造を決める」 
講義題目「水：身近な物質を分子科学の視点 
       から考える」 
講義題目「分子化学・材料化学の視点から 
       生命科学に挑戦する研究者」 

構造化学 
[ねらい] 物質の多様な構造や性質、反応を
体系的に理解するには、原子や分子に基づ
いた化学的な考察が不可欠である。本講義で
は、初歩的な量子論に基づいて、原子の構造
や周期律、分子の化学結合の基礎を学ぶ。 

基礎実験（化学） 
[ねらい] 自然科学の学習に不可欠
な基本的な知識・技能を習得する。
基礎講義の内容を基礎実験によって
よりよく理解できるようにする。 

物性化学 
[ねらい] 物質の多様な構造、性質および反応を
理解するための、基礎的な化学の概念、理論を
具体的な化合物を例にして学ぶ。 

物質化学
（文科生） 
2年生でも選択可。
講義内容は、1年次

と同じ。 

環境物質科学 
講義題目「物質循環と環境化学」 

化学平衡と反応速度 
[ねらい] 本講義では、化学熱力学の基礎を踏まえ、
化学平衡と化学反応の反応速度について解説する。 

有機反応化学 
[ねらい] 有機化合物の構造・性質・反応・機構に
ついて学ぶ。特に「有機分子はなぜそういう性質
や形をもつのか」、「有機分子はなぜ繋がり合うの
か」、「有機反応はなぜその向きに進むのか」等を
理解するために、有機構造論および有機反応論
について解説する。 

有機反応化学 
2年生でも選択可。講義内容は、1年次と同じ。 

超分子化学 
講義題目「分子認識と自己集合:分子間相互作用」 

物質化学
（文科生） 
講義題目「物質世界
の「なぜ？」をつか
み、化学の豊かさ・
面白さを感得する 

展開科目 
（自然科学ゼミナール） 
講義題目：「有機反応機構を考える」 

環境物質科学 
講義題目「物質循環と環境化学」 
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問合せ先：化学科事務室
kagaku@chem.s.u-tokyo.ac.jp
03-5841-4321

上記の講義に関する最新情報は、化学科HP でも随時配信します。http://www.chem.s.u-tokyo.ac.jp

分子化学概論（総合科目）
場所●駒場キャンパス 5号館 512教室
時間●Ｓセメスター 月曜5限
担当●佃達哉教授・菅裕明教授・長谷川哲也教授
内容●初等基礎化学が先端研究でどのように活か

されているか、実感しよう。

全学自由研究ゼミナール
～未来を拓く化学～
ガイダンス●4月9日（月） 6限＠駒場1号館 108号室
開講日●5月12日（土）、 5月26日（土）
場所●本郷キャンパス 理学部化学本館 2階講義室
内容●解説と見学を通して多彩な化学研究の最先端

に触れ、化学で切り拓く未来について考えよう。
（化学科教授10名によるオムニバス講義）

全学体験ゼミナール

～化学の最前線を体験する～
ガイダンス●4月9日（月） 6限＠駒場1号館 108号室
開講日●8月1日（水）〜8月3日（金）
場所●本郷キャンパス 理学部化学本館
内容●理学部化学科の研究室で教員の指導の下、

最先端の化学に関する実験を経験しよう。
（化学科研究室のいずれかでの体験実験）
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授業予定（あくまで予定）
1 4/6 ガイダンス、原子と分子の形：軌道と結合
2 4/13 アルカン、アルケンとアルキン
3 4/20 立体化学と環状化合物
4 4/27 置換アルカン、酸と塩基
5 5/11 置換反応：SN1, SN2
6 5/18 反応速度論/熱力学 概論、脱離反応：E1, E2
7 5/25 演習（ここまでの復習問題）
8 6/8 アルケンへの付加反応
9 6/15 アルケンへの付加反応　その2

10 6/22 共役化合物（ジエン・アリル化合物）
11 6/29 芳香族化合物
12 7/6 芳香族化合物　その2、カルボニル化合物
13 7/13 合成ルートの構築

？ 期末試験
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教科書（の一例）
書名：ジョーンズ有機化学　第5版　（上・下） 
著者：Maitland Jones, Jr.、Steven A. Fleming 
         （奈良坂紘一、山本学、中村栄一　監訳） 
出版社：東京化学同人

教科書がなくても配布プリントと板書で最低限の理解は可能だが 
深い理解のためには教科書が手元にあることが望ましい 
（教科書購入は強制はしない、けどお薦めする）

同様の他の教科書でもOK
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授業資料　難易度目安
★

★★

★★★

★★★★

既に学んだことの復習的内容

ぜひ理解して欲しい内容

少し発展的な内容　意欲があればマスターして欲しい

難しかったり、本筋から外れた内容の紹介 
猛者は勉強してみて
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授業の進め方
 演習休憩
真ん中くらいに少し余裕をもってとります。 
シンキングタイムと休憩を兼ねるので自由に使って下さい。

 演習問題
毎回、自習問題から抜粋して出題。出欠確認のため、答案用紙は回収します。 
が、正解/不正解は成績に反映させません。しっかり自分で考えていることが大切。

 質問対応
毎回の演習問題には「授業の感想や質問などをどうぞ」があります。 
次回講義の最初に、書いてくれた質問や感想に一つ一つ答えます。 
可能な限り全ての質問/コメントに対応していきます。

 HPに授業資料公開
配布プリント・自習問題・解答を掲載。

 成績評価方法
出席および期末試験の成績で判定。悪い様にはしないのでご安心を。
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～はじめに～ 
この授業で何を学ぶの？
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身の回りにある有機化合物
例1. 医薬品類

H
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身の回りにある有機化合物
例2. プラスチック類
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身の回りにある有機化合物
例3. 生体分子の多く（DNAやタンパク質など）
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有機（反応）化学の醍醐味
必要な化合物を、より小さく基本的なパーツ同士を、つなぎ合わせて構築する

用いるパーツの特性は？
（化合物・官能基の特性）

どうやって（なぜ）くっつくか？

この講義で何を学ぶか？

（有機化学反応の原理・機構）

＋

（合成ルートの設計）
どんなパーツを、どんな順番で、どんなくっつけ方でくみ上げればよいか？
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有機（反応）化学の醍醐味
必要な化合物を、より小さく基本的なパーツ同士を、つなぎ合わせて構築する

この講義で何を学ぶか？

（合成ルートの設計）
どんなパーツを、どんな順番で、どんなくっつけ方でくみ上げればよいか？

＋
O

O

用いるパーツの特性は？
（化合物・官能基の特性）

どうやって（なぜ）くっつくか？
（有機化学反応の原理・機構）
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高校の有機化学との違い
１．様々な有機化学反応がなぜ起こるのかを理解する

高校までは、 
現象論として有機化学反応を学ぶのが中心

大学では、 
その反応機構を含めて理解

（数研出版　化学）

暗記だけでなく、考える有機化学に…
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高校の有機化学との違い

3．構造の書き方

2．電子の移動や軌道の概念で反応を理解する

15



原子と分子の形 
（軌道と結合）
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今日の講義で学んで欲しいことまとめ
 共有結合、電子式について復習/理解する。 

 原子軌道について（一部は構造化学の予習的に） 

 原子の形はどうなっているか 

 形式電荷を理解する 

 共鳴構造式を理解する 

 分子軌道とsp3混成軌道を理解する（分子の形）
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H

C
H H
H

CH4�

H
CH H
H

H

H

H

H

C

メタンの構造をどう表記/理解するか？

今回の講義の目標

メタンの構造式を書いてみよう

メタンの構造をこんな風に 
捉えられるようになれば 
今日の講義クリア！
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まずは、高校化学（＋α）のレベルで

分子における「結合」を復習しよう
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共有結合とイオン結合
共有結合(covalent bond)・・・一対の電子を共有し合うこと
によってできる結合。

イオン結合(ionic bond)・・・陽イオンと陰イオンとの間の静電
引力による化学結合。イオン化電位の小さな原子は、電子親和力
の大きな原子に電子を渡してイオン結合を作りやすい。

A A A A A A A2

     1H
電子1個
ずつ

分子A2の共
有電子対

電子を共有することによってできる結合は、イオン結合ではなく、共有結
合である. 共有結合をつくることによっても安定な電子配置が得られる.

共有結合を作ることによって、安定な電子配置が得られる

★
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極性共有結合

極性共有結合
（polar covalent bond)

双極子モーメント
（dipole moment)をもつ。

A A
2つの同一原子が電子を同等に共有している.
H    HやF    Fがその例

A B
2つの異なる原子は電子を同等には共有できない. 
一方の原子がより強く電子を引きつける

δ+ δ−

A B

BがAより強く電子を引きつける. 双極子の向きは
十字のついた矢印で示され、部分電荷を示すた
めに δ− と δ+ の記号が付けてある

★★
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電気陰性度
電気陰性度（electronegativity)・・・原子が電子を引きつけ
る傾向。電子親和力が大きい原子は電気陰性度が大きい。

S
2.6

Na
0.9

Li
0.9

K
0.7

Rb
0.7

Be
1.6

Mg
1.3

1

2

Al
1.6

C
2.5

Si
1.9

N
3.1

P
2.3

O
3.6

H
2.3

F
4.2

Cl
2.9

Br
2.7

I
2.4

13 14 15 16 17

B
2.1

 電気陰性度 (各列の上の数字は族番号である)

★★★★
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補足！　用語説明

イオン化電位（ionization potential、イオン化ポテンシャル)・・・
原子から電子を一個取り去ってカチオンにするのに要するエネルギー。 

電子親和力（electron affinity)・・・電子一個が原子に付加して、負
電荷を持つアニオンを生成する時に放出されるエネルギー。希ガスの電
子親和力は低い。一方フッ素は高い。

『電気陰性度』と似てるけど、違う意味を持つ用語2種類

イオン化電位 (eV)
電子親和力 (eV)

★★★★
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色々な共有結合を 
Lewis構造式（電子式）で書いてみる
H H H H H H H2

    1H
電子1個
ずつ

各水素は2つの電子を
共有し、ヘリウムと同じ
電子配置をもつ

F F

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

F F F F = F2

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ     10個

H F H F H F

電子の数

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

1H
非結合電子  1個

電子の数
1H

共有電子        2個

ヘリウムと同じ 2個

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ      10個

H H H H H H H2

    1H
電子1個
ずつ

各水素は2つの電子を
共有し、ヘリウムと同じ
電子配置をもつ

F F

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

F F F F = F2

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ     10個

H F H F H F

電子の数

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

1H
非結合電子  1個

電子の数
1H

共有電子        2個

ヘリウムと同じ 2個

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ      10個価電子（valence electron)・・・原子の最外殻に位置し、原子核からの

束縛が最も少ない電子。結合生成に使われる。 

非共有（非結合または孤立）電子対：他原子に共有されていない電子対。 

共有電子対：他原子と共有されている電子対。

用語の復習

H2 F2

HF

★
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C

H

H

H

C

H

H

H C
H

H
H HC

H

H
H C

H

C

H

H
H

H
エタン
ethane

エタンの Lewis 構造式のつくり方

エタン（CH3CH3）

★ 色々な共有結合を 
Lewis構造式（電子式）で書いてみる
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C C
H H

H H

C C

H

H H

H

C C

H

H H

H

二重結合

エチレン
ethylene

エチレンの Lewis 構造式のつくり方

エチレン（CH2CH2）

アセチレン（CHCH）

C C
H H

H H

C C

H

H H

H

C C

H

H H

H

二重結合

エチレン
ethylene

エチレンの Lewis 構造式のつくり方

C C
H H

H H

C C

H

H H

H

C C

H

H H

H

二重結合

エチレン
ethylene

エチレンの Lewis 構造式のつくり方

C C
H

H

H

H

オクテット則を 
満たしてるか確認→OK!

Lewis構造式の書き方を練習

多重結合のLewis構造式
★
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ここからちょっとずつ 
大学レベルのお話しへ
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まずは、原子の構造から

オクテット則（octet rule)・・・ある殻（shell)を満たすことによって特
別安定な配置になる考え方 
    He: 2, Ne: 10 (2+8), Ar: 18 (2+8+8)

He

1s

Ne

1s
2s

2p

Ar

1s
2s 2p 3s

3p

  He, Ne, Arのきわめて模式的な表現

希ガスの電子配置

★
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原子軌道の形（１s軌道（K殻））

実際に電子が原子核の周りにどのように存在するか？ 
　　　→「波動関数」で理解できる（この講義ではその詳細は省略する） 

ここでは、各軌道の電子がどの様に分布するか、その結果だけを概説する。

1s 軌道の三次元模式図 
（電子雲）

原子核からの距離と 
電子存在確率のプロット

電子雲
★★

★★★★
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節（node):空間で電子密度がゼロの領域

2s 軌道の三次元模式図 
（電子密度）

原子核からの距離と 
電子存在確率のプロット

原子軌道の形（2s軌道（L殻1））
★★
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3つの2p軌道の正確な三次元表示. ロープを隔
てる節面でψの符号が変わることに注意せよ.

Z

y
2px

z

x

x

2py

y

2pz

z

x

y

節面

ψ の符号は +

ψ の符号は −

3つの2p軌道の模式的な三次元表示. 1つずつ示したものと3つを組
合わせたもの

原子軌道の形（2p軌道（L殻2））
2p軌道は、3つの等価な原子軌道から成る

それぞれの2p軌道は、ダンベル状の形 
ダンベルを半分に分けている面が節になっている 
（節面：電子が存在しない面）

2px

2py

2pz

3つの2p軌道を同時に表記すると 
こんな感じ

★★
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E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

各軌道とエネルギーの関係

色んな原子において、 
電子はどの軌道に存在するか？

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

★★
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★★★★
参考まで　より上位のエネルギー準位は…
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パウリの原理と構成原理
パウリの原理（Pauli principle)・・・一つの軌道には二つの電子
（S=+1/2と‒1/2)しか入れない。 
構成原理（Aufbau principle)・・・原子の電子配置は最低エネルギー
の軌道から始めて、順次高いエネルギーの軌道を満たしていけば書くこと
ができる。

原子の電子表示の例

原　子 電子配置

1H
2He
3Li
4Be
5B

1s
1s2

1s22s
1s22s2

1s22s22px

★★★★
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フントの規則
フントの規則（Hund’s rule)・・・ある一つの電子配置に対しては、
平行スピンの数が最も多い電子状態が最もエネルギーが低い。

● ●

● ●

● ●

(a)

● ●

● ●

● ●

(b)

● ●

● ●

● ●

(c) 1s2 2s2 2px 2py
最もエネルギーが低い

6C

炭素原子へのフントの規則の適用. 平行なスピンの数が多い
電子配置ほどエネルギーが低い. 電子スピンを示すのに矢印
を用いることに注意せよ.

第2周期の残りの原子の電子表示

原　子 電子配置

 6C
 7N
 8O
 9F
10Ne

1s22s22px2py
1s22s22px2py2pz
1s22s22px

22py2pz
1s22s22px

22py
22pz

1s22s22px
22py

22pz
2

★★★★
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三つの原理/規則をまとめると…

下から一個ずつ入れていく 

一つの軌道には電子2個まで 

同じエネルギーなら、できるだけ別の軌道に入れていく 

（二つ目の電子のスピンは逆にする） 

出来上がった準位図が原子の電子状態を意味する

★★
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実際にやってみよう
E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

3Li 6C

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

8O 10Ne

★★
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原子の模式図

注：あくまで概念図
1H
1s

1He
1s2

3Li
1s22s

4Be
1s2 2s2

5B
1s2 2s2 2px

6C
1s2 2s2 2px 2py

7N
1s2 2s2 2px 2py

8O
1s2 2s2 2px

2 2py 2pz
9F

1s2 2s2 2px
2 2py

2 2pz
10Ne

1s2 2s2 2px
2 2py

2 2pz
2

（Li以降の原子では 
1s電子は省略されている）

原子軌道の形 = 原子の形

★★
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ここから分子の話に… 

つまり、「結合」を理解しよう
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Lewis構造式で電子の数を再確認
H H H H H H H2

    1H
電子1個
ずつ

各水素は2つの電子を
共有し、ヘリウムと同じ
電子配置をもつ

F F

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

F F F F = F2

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ     10個

H F H F H F

電子の数

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

1H
非結合電子  1個

電子の数
1H

共有電子        2個

ヘリウムと同じ 2個

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ      10個

H H H H H H H2

    1H
電子1個
ずつ

各水素は2つの電子を
共有し、ヘリウムと同じ
電子配置をもつ

F F

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

F F F F = F2

電子の数
9F

1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ     10個

H F H F H F

電子の数

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        7個
                          9個

1H
非結合電子  1個

電子の数
1H

共有電子        2個

ヘリウムと同じ 2個

9F
1s（書いてない )  2個
非結合電子        6個
共有電子            2個
ネオンと同じ      10個

★★
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陽子�1個 = 正電荷�1
電子�2個 = 負電荷�2

正味 −1 = H

H

1H

1H 陽子�1個 = 正電荷�1
電子�1個 = 負電荷�1

中性  = H

H

1H 陽子�1個 = 正電荷�1
電子�0個 = 負電荷�0

正味 +1 = H

H

           陽子�9個 = 正電荷�9
      1s 電子�2個 
非結合電子 8個

正味 −1 =

F

9F
負電荷�10

F

           陽子�3個 = 正電荷�3
      1s 電子�2個 
非結合電子 1個

中性 =

Li

3Li
負電荷�3

C

6C            陽子�6個 = 正電荷�6
      1s 電子�2個 
非結合電子 3個

負電荷�5

正味  +1 = C

電荷の決め方の例

Li

原子の電荷状態を理解する

+

– –

9
2
8

9
10

★★
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H H H H

1H ��陽子   1個    = 正電荷�1
共有電子�1個 = 負電荷�1

中性のH

       陽子�6個  =   正電荷�6
  1s 電子�2個 
共有電子 4個 負電荷�6

中性のC

H

H

H

H
C C C C

H

H H

H

6C

F F F F

           陽子�9個  =  正電荷�9
      1s 電子�2個 
非結合電子 6個
    共有電子 1個

9F

負電荷�9

中性のF

簡単な分子での電子の数え方

分子内における各原子の見かけの電荷
『形式電荷』という

どうやって求めるか？

6
2
4

6
6

中性

★★
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メチルアニオン アンモニウムイオン

C
H

H
H H C

H

H

           陽子�6個 = 正電荷�6
      1s 電子�2個 
非結合電子�2個
    共有電子 3個

6C
負電荷�7

正味  −1

       陽子�7個 = 正電荷�7
  1s 電子�2個 
共有電子 4個 負電荷�6

正味  +1

7N

N
H

H
H H H N

H

H

H B
H

H
H H H B

H

H

H

       陽子�5個 = 正電荷�5
  1s 電子�2個 
共有電子 4個 負電荷�6

正味  −1

C
H

H
H H C

H

H

       陽子�6個 = 正電荷�6
  1s 電子�2個 
共有電子 3個 負電荷�5

正味  +1

テトラヒドロホウ素 メチルカチオン

5B 6C

メチルアニオン アンモニウムイオン

C
H

H
H H C

H

H

           陽子�6個 = 正電荷�6
      1s 電子�2個 
非結合電子�2個
    共有電子 3個

6C
負電荷�7

正味  −1

       陽子�7個 = 正電荷�7
  1s 電子�2個 
共有電子 4個 負電荷�6

正味  +1

7N

N
H

H
H H H N

H

H

H B
H

H
H H H B

H

H

H

       陽子�5個 = 正電荷�5
  1s 電子�2個 
共有電子 4個 負電荷�6

正味  −1

C
H

H
H H C

H

H

       陽子�6個 = 正電荷�6
  1s 電子�2個 
共有電子 3個 負電荷�5

正味  +1

テトラヒドロホウ素 メチルカチオン

5B 6C

+– – +

分子内における各原子の見かけの電荷★★
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Lewis構造式は必ずしも正確ではない 
（共鳴構造式を理解しよう）

ニトロメタンの構造

★★
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ニトロメタンの構造

H3C N

O

O

H3C N

O

O

共鳴の矢印

ニトロメタン
nitromethane

他のLewis構造式も書けないか？

H3C N

O

O

H3C N

O

O

共鳴の矢印

ニトロメタン
nitromethane

H3C N

O

O

H3C N

O

O

共鳴の矢印

ニトロメタン
nitromethane実際には… この二つの構造を行ったり来たり 

（この二つの構造の平均が真の構造と言える）

Lewis構造式は必ずしも正確ではない 
（共鳴構造式を理解しよう）

★★
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共鳴構造式とは…

一つの分子に対して二つ以上のLewis構造式が描ける場合に、その場
合に正しい構造式は妥当なLewis構造式をすべて組み合わせたもの。

共鳴構造式（resonance form)

H3C N

O

O

H3C N

O

O

共鳴の矢印

ニトロメタン
nitromethane

H3C N

O

O

H3C N

O

O

共鳴の矢印

ニトロメタン
nitromethane

H3C N

O

O

H3C N

O

O

共鳴の矢印

ニトロメタン
nitromethane

★★
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補足！有機化学でよく使う矢印の種類
構造式間の矢印

2つの異なる
化学種

A

2つの Lewis 構造式 
C と D をもつ1つの化
学種 E

C D E

平衡 (2つの異なる分子 A と B ; 対になった
矢印) と共鳴 (1つの分子Eに対する異なる電
子表示 C と D ; 双頭の矢印) の違い

B
H3C

C
O

C
H2

C
O

CH3 H3C
C
OH

C
H
C
O

CH3

C O

H

H
ホルムアルデヒド

C O

H

H
formaldehyde

2つの異なる
化学種

A

2つの Lewis 構造式 
C と D をもつ1つの化
学種 E

C D E

平衡 (2つの異なる分子 A と B ; 対になった
矢印) と共鳴 (1つの分子Eに対する異なる電
子表示 C と D ; 双頭の矢印) の違い

B

◎ 平衡を示す矢印

◎ 共鳴構造を示す矢印

電子の移動を示す矢印（巻き矢印）

◎ 電子対（2電子）の動きを示す矢印

◎ 1電子の動きを示す矢印

『両羽矢印』

『片羽矢印』

C O

H

H
ホルムアルデヒド

C O

H

H
formaldehydeホルムアルデヒド

★★★（現時点では） 
最終的には★★
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・両羽矢印は電子２つ分の移動を示す。
・非共有電子対だけでなく、結合1つ分も電子2つと考える。
・電子が余っているところ→電子を欲しがっている/受け取れるところ へと描く

・矢印のスタートは、電子対 or 結合
・矢印のゴールは、原子 or 結合（or 原子間の空間【発展】）
　　スタートが結合の場合 ＝ 結合が解裂 or 結合の多重度が減る
　　スタートが原子の場合 ＝ その原子の電荷が一段階正に
　　（スタートは電子対でも結合でも）ゴールが既にある結合の場合 ＝ 結合が一段階多重に
　　（スタートは電子対でも結合でも）ゴールがこれまで結合してなかった原子の場合 ＝ 結合が形成
　　（スタートが結合で）ゴールが分子内の原子の場合 ＝ その原子の電荷が一段階負に

・矢印を1つ書いてみた後の状態が不自然な場合、さらに次の矢印を書いていく。

ルールとコツ

電子の矢印の書き方　まとめ★★★★（現時点では） 
最終的には★★
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・両羽矢印は電子２つ分の移動を示す。
・非共有電子対だけでなく、結合1つ分も電子2つと考える。
・電子が余っているところ→電子を欲しがっている/受け取れるところ へと描く

・矢印のスタートは、電子対 or 結合
・矢印のゴールは、原子 or 結合（or 原子間の空間【発展】）
　　スタートが結合の場合 ＝ 結合が解裂 or 結合の多重度が減る
　　スタートが原子の場合 ＝ その原子の電荷が一段階正に
　　（スタートは電子対でも結合でも）ゴールが既にある結合の場合 ＝ 結合が一段階多重に
　　（スタートは電子対でも結合でも）ゴールがこれまで結合してなかった原子の場合 ＝ 結合が形成
　　（スタートが結合で）ゴールが分子内の原子の場合 ＝ その原子の電荷が一段階負に
・矢印を1つ書いてみた後の状態が不自然な場合、さらに次の矢印を書いていく。

Cl-+ +H Cl H
O

HH
O–

H
O

H

H

O

O

H H
O

H+
O

O

O

O

::
:

::
+

ルールとコツ

電子の矢印の書き方　まとめ★★★★（現時点では） 
最終的には★★
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共鳴構造式の書き方
不自然な形式電荷をもつLewis構造式は除く(eg. +2や‒2の電荷等） 
Lewis構造式を描く場合、オクテット則をオーバーしないように 
原子を無くしたり、追加したりしたらダメ（化学種が変わる）

注１ 
注２ 
注３

H2C

H
C

CH2 H2C

H
C

CH2

C
C

C
HH

H

H
H C

C
C

HH

H

H
H

Lewis構造式で書くと…

途中で止めてしまうと… オクテット則をオーバー
（最外殻に１０個の電子）
　　→存在し得ない状態C

C
C

HH

H

H
HH2C

C
CH2

★★★（現時点では） 
最終的には★★
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共鳴構造式の例を他にも 
（巻き矢印の書き方の練習を兼ねて）

★★

N

C
NH2H2N

HH
N

C
NH2H2N

HH
N

C
NH2H2N

HH

O

C
OH3C

O

C
OH3C
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ここから分子の話に… 

つまり、「結合」を理解しよう
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最後に、分子における結合を 
軌道の観点から考える
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ψ (Ha) = ψ (Ha, 1s) ψ (Hb) = ψ (Hb, 1s) ΦB (H2) = ψ (Ha) + ψ (Hb)

H2の結合性分子軌道

軌道の観点から、 
共有結合ができるとはどういうことか？

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

原子軌道1sに 
電子が1個

原子軌道1sに 
電子が1個

新たに「分子軌道」が形成され 
そこに電子が2個

分子軌道の形＝分子の形

H H=

ψ (Ha) = ψ (Ha, 1s) ψ (Hb) = ψ (Hb, 1s) ΦB (H2) = ψ (Ha) + ψ (Hb)

H2の結合性分子軌道

★★

「分子軌道論」の詳細は省略 
ごく参考のため次頁以降に一応掲載

★★★★
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分子軌道（二原子分子にて）
• 結合性分子軌道（bonding molecular orbital)・・・二つの原子軌道が組

み合わさって生成する二つの分子軌道のうちエネルギーの低い軌道 
• 反結合性軌道（antibonding molecular orbital)・・・上記のうちエネルギー

の高い分子軌道 
• 非結合性軌道（nonbonding orbital)・・・二つの原子核に何の影響も与え

ない軌道（より大きな分子で存在）。

ψ (Ha) = ψ (Ha, 1s) ψ (Hb) = ψ (Hb, 1s) ΦB (H2) = ψ (Ha) + ψ (Hb)

H2の結合性分子軌道

H Hの反結合性分子軌道

★★★★

55



分子軌道のエネルギー図

2つの1s原子軌道の組合わせで新たに結合性分子軌道φBおよび反結合性分子
軌道φAができる様子を示すグラフ表示

★★★★

←反結合性分子軌道

←結合性分子軌道
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水素分子の電子の軌道占有
★★★★

←反結合性分子軌道

←結合性分子軌道
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結合の強さ

2つの水素原子 H H 分子すなわち H2

H H H H

ΔH ° = −435 kJ/mol
435 kJ/mol だけ発熱的

H H H H
ΔH ° = +435 kJ/mol
435 kJ/mol だけ吸熱的

水素分子 (H2) は2つの孤立した水素原子より 435 kJ/mol 
(104 kcal/mol) だけ安定である.

★★★★
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He2の分子軌道を考えてみる
★★★★

反結合性分子軌道を使わないと電子を収容できない 
He2分子は安定には存在しない
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CH

H

H

H

H

C
H H
H

CH4�

H
CH H
H

H

H

H

H

Cじゃあ、メタンでは？

H

C
H H
H

CH4�

H
CH H
H

H

H

H

H

CE

1s

2s

2p

3s

3p

3d

6C

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

1H

まずは炭素と水素の原子軌道を考えよう

等価なC-H結合2つと、 
別の等価な2つのC-H結合ができることに…

6C 1H CH4

=

★★
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メタン中の炭素原子は 
sp3混成軌道という特殊な原子軌道を持つE

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

通常の6C原子は…

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

sp3
平均化 

（sp3混成） 同じエネルギーを持つ 
等価な4つの軌道

sp3混成

sp3軌道の空間配置を上および横から見た図

H

C

HH
H 109.5 °

1. 09 A°

メタン中の6C原子は…

混成（hybridization)・・・複数の原子軌道を組み合わせて 
 　　　　　　　　　　　　   　  新しい等価な軌道を造り出すこと。

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

★★
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改めて、メタンの構造を考える
メタンとなる6C原子

sp3軌道の空間配置を上および横から見た図

H

C

HH
H 109.5 °

1. 09 A°

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

sp3

1H原子

E

1s

2s

2p

3s

3p

3d

×４＋

sp3軌道の空間配置を上および横から見た図

H

C

HH
H 109.5 °

1. 09 A°

sp3軌道の空間配置を上および横から見た図

H

C

HH
H 109.5 °

1. 09 A°

＝

炭素1個と水素4個の間に 
新たにできた4つの分子軌道に 

合計8個の電子が入る

等価なC-H結合が4つ！

★★
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本日のまとめ

理解して欲しいキーワード達

今日のトピック
有機化合物の構造をいかに理解するか？

（イオン化電位） 

（電子親和力） 

極性 
（双極子モーメント） 

ルイス構造式 

オクテット則 
原子軌道 

1s, 2s, 2p

軌道への電子の入り方 

形式電荷 

共鳴構造式 
巻き矢印表記法 

分子軌道 

sp3混成軌道
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